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デ ュ ル ケ ム とベ ル クソ ン

宗教論 に み る社会哲学 の 比較

寺　林 脩

　デ ＝ ル ケ ム （Emile　Durkheim ，
　1858−1917） とベ ル ク ソ ン （Henri　Bergson，

1859・1941） を並

べ る と，次に フ ロ イ ト （Sigmund　Freud
，
1856・1939）を想 い 起 こす 。 デ ュ ル ケ ム とベ ル クソ ン

は ， 19世紀末か ら20世紀初頭の ヨ ー ロ ッ パ 思想史の 転換期 に お ける ， フ ラン ス の代表的な思想

家で ある。デ ュ ル ケ ム は社会学か ら，
ベ ル クソ ン は哲学か ら， 自我意識 の 深層の 問題 を提示 し，

社会と人間の 象徴的秩序に言及 して い る。しか し， フ ロ イ トが 神経症 の 病理か ら切 り込ん で ，

自我の 構造 お よび潜在意識の 役割 に つ い て精緻な理論 を構築して い る の に比 べ る と，デ ュ ル ケ

ム や ペ ル クソ ン の 理論は 遠 く及 ば ない 。現代思想の 発端に ，無意識の 発 見に基づ く， 自我の 分

裂の 問題 が ある こ とを思 うと， デ ュ ル ケ ム とベ ル ク ソ ン は フ ラ ン ス 的近代合理 主義 の最良の 成

果 を示 して い るが ， 現代 思 想 の パ イ オ ニ ア として は ， フ ロ イ トに
一歩 も二 歩 も譲 らな けれ ば な

らない と思 う。

　デ ュ ル ケ ム の 二 元的な人間観か らす る と ， 社 会的で 道徳的存在 と して の 人間 と， 非社会的で

利己的存在 として の 人間 との 対立 ，
つ まり 自我の 分裂 は深 く， その 苦悩 は避 け難 い

。 しか し ，

デ ュ ル ケ ム が ア ノ ミ
ー論や 宗教論にお い て，確信を深める道徳的個人主義 （人格の 崇拝）に

，

利己主義の 克服 と 自我の 統合が 展望 され て い る。ただ ， デ ュ ル ケ ム は功利主義的人間観や心理

学主義 を批判 し， 方法論的個人 主義を拒 む 。 そ し て ， 社会的事実 に よる社会現象の 説 明 を徹底

させ る ， 方法論的集合主義 ともい うべ き彼一流の 社会学主義を採用 するため に，つ ま り，個人

意識に 還元で きな い 集合意識相互の 関連に関心 を集中する た め に
， 自我の 構造 の 解明 を妨 げて

い る 。 自殺の 動機や 自殺者の パ ーソ ナ リテ ィ には ， か な り踏 み込 ん で は い るけれども。

　ベ ル ク ソ ン は最初の著作
『
意識に直接与えられて い るもの につ い て の 試論』（Essai　sur 　les　donnEes

immediates 　de　la　conscience ，1889）にお い て ， 精神の 本来の 姿 は ， 決定論か ら解放された 自

由の 世界で あ り， 空 間化 されな い 時間の 秩序 にお ける実在 である こ とを強調する 。 他方 ， 同時

的空間の 秩 序に お ける実在が 物質で ある。物質を と らえる科学的論理 が 適用され る意識の 表層

に対 して ， 独 自な論理 を もつ 意識の 深層が 示 され る。そ の 深層の 理 解に は ， 夢の 世界の 分析 が

手掛 りに なるとい う。
ベ ル クソ ン に よる と， 自我の 深層に入 るに した が っ て ， 意識状態は ます

ます非空 間的 とな り， 互 い に浸透 し合 い ，しか も絶 えず異質な持続 （自らを形づ くる絶え ざる
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創造）と して現 われ る。

　第二 の 主著 『物質 と記憶』 （Mati6re 　et 　m 色moire
，
1896）で は ， 精神 は過去 を保存する記憶で

あ り，当面に役 立 たぬ もの は無意識的記憶 と して保存 されて い る とい う。 抑 圧 され た感情や 観

念の 混在 して い る無意識の 探究 を，ベ ル ク ソ ン は度々 促 して い る 。 しか し， 最後の 主著
『道徳

と宗教 の 二 源泉』 （Les　deux　sources 　de　la　morale 　et　de　la　religion ，1932）で は ， 意識の 深層

は神秘的直観 に よ っ て生命 の 根源 ， さらに は宇宙進化 の エ ネル ギーに まで
， 無媒介的に達 して

しまっ て い る。

　デ ュ ル ケ ム やベ ル ク ソ ン の 理論や 思想 に
， 現代的意義が 多く認め られ る こ とは い うまで もな

い
。 例えば ， デ ュ ル ケ ム の 機能主義的方法論 は ， 現代の 最も実 り豊か な社会学理論で ある ， 構

造一機能分析 に 継承 されて い る。また ， 彼 と モ ー
ス （Marcel　Mauss ，

1872−1950）の 分 類理論は ，

ソ シ ュ
ール （Ferdinande　de　Saussure， 1859−1913）の 言語学 と ともに構造主義 の 出発点で ある 。

また ， デ ュ ル ケ ム の アノ ミー論や 宗教論 な ど ， 社会 と人 間に対す る多様 な分析視 角か ら導か れ

る，多元 的個 人主義 と自発的集合主義の 社会哲学は，マ ル クス （Karl　Marx ，1818・1883＞や ウ

ェ
ーバ ー

（Max 　Weber ，
　1864・1920）などとの 関連で ， 今 日 もなお大 きな魅力 を持ち続 け て い る 。

　ベ ル クソ ン は ， 内省に よっ て の み 自覚 され ， 理解 され る経験 と して の 時間を， 持続 とい う時

間的生 ととらえる。 そ して ， そ の 共感的理解の 過程 で ある直観に よ っ て，数量化 され空 間化 さ

れた科学的知 を乗 り越 え ， 最終 的に は，現代の 科学的文 明 を も乗 り越 え る こ とを提言 して い る。

あ くまで も生命力あふ れ る感情 と価値の 擁護者で ある。つ まり，哲学的方法 として の 直観 主義

を明 らか に し， 精神的価値 と い う観念 を哲学 に再興 した こ とは ， 思 想史にお ける普遍的意義 を

もっ て い る。 また，生の 哲学における生 命的な もの や 流動 的な もの へ の 関心 は
， 閉塞 的

一
危機

的状況の 打開が求め られ る時代の 転換期 には ， 絶えず問 い 直され るもの で あ る。例 えば ， 現 代

の ポ ス ト構造主義の 中に，ベ ル ク ソ ン 的な もの へ の 回帰を見 い 出すこ とが で きるだ ろ う。

　 さて，デ ュ ル ケ ム とベ ル ク ソ ン は ， 思想的に は一見著 しく対照 的
一
対立的で ある。デ ュ ル ケ

ム は 19世紀的実証主義や科学主義や進化論の 正 統な継承者で ある の に対 して ，
ベ ル クソ ン は そ

れ ら をすべ て 厳 しく批 判する 。しか し ， その 故にベ ル クソ ン を非合理 主義者や 非主知主義者 と

呼ぶ の は相 応 し くな い 。哲学的に 論理 を尽 して い るか ら で あ る。 ともあれ ， 実証主義者，合理

主義者の デ ュ ル ケ ム と，直観主義者 ， 神秘主義者の ベ ル クソ ン は ， 両 者の 思 想的立場を包含す

る フ ラ ン ス 的近代合理主義 の 枠内に ある 。 そ の 考え られ る分 化 と振幅 を彼 らは 示 して い る 。

1 ）

　 こ の 小論の 問題 意識は ， 何か と気に な るペ ア ーで ある 彼 らの 社会哲学 の 類似性如何 に ある 。

彼 らの後半期 の 宗教に関す る著述に は ， 互 い に影響 し合 っ て相通 じる と こ ろが ある 。 デ ュ ル ケ

ム の 最後 の 著作
『
宗教生 活の 原 初形態 』 （Les　formes　el6mentaires　de　la　vie 　religieuse ，1912）

は彼 の 哲学で もある 。
ベ ル ク ソ ン の 最後 の著作 『道徳 と宗教の 二 源泉』 は彼の 社会学で もある 。

こ の 小 論で は ， デ ュ ル ケ ム とベ ル ク ソ ン の 宗教論 に注 目して ，彼 らの 社会哲学を突 き合 わせ た

い
。
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　 デ ュ ル ケ ム の 実証主義的な経験科学 と して の 社会学を基礎づ けて い る原理 は ， 終始一貫 して

洗練化 され た社会有機体説で ある 。
つ ま り， 全体論的な有機的一構造的な社会観で ある 。 社会

とは ， 社会成員 と社会 的基体 （社会 形態学的事実）と集合意識 （社会 生理 学的事実）とい う，

次元 を異 に して い る複合的実在で ある 。 しか も， それ ら社会の 諸構成要素が 集合性 と分散性の

相矛盾する属性 をそなえて い る。ただ本質的に は ， 社会 は生命性 をもつ 生 きて い る体系で ある

か ら， 全体的に は諸構成要素の 総合力 を表現 して い る 。

　デ ュ ル ケ ム が後半期 に，象徴的 な体系 をなして い る集合意識 （宗教 ， 道徳 ， 科学 ， そ の他 の

諸概念）の 核 にある
「
社会的生命 」 （la　vie 　sociale ）に再 々 言及 し， 観 念論的傾向 を強め て い る

の は ，
ベ ル クソ ン の 生命論の影響で あると思 われる。2｝生命的 な もの は 多種 多様な状況や 目的

や方向に関わ り
， 固定化傾 向を もち なが らも絶えず流動化する性 質 をもつ と い う。デ ュ ル ケ ム

の 社会理論 の 卓越性は ，

「
社会的生命 」の 固定化 と流動化の 枠組 で ， 社会 と人間の 相互依存性 と

相互浸透性 を明 らか に して い る と こ ろ に ある。その 「社会 的生命 」 を創造 し ， 維持し，再創造

して い る の が 宗教で あ る 。 デ ュ ル ケ ム が
『
宗教生活の 原初形態』 の 終 りの と こ ろで ，

「一
つ の 社

会 ， それは，自然が われ われ に景観 を提供 して くれ る物理 的お よび 道徳的な力の 最 も強力 な束

で ある。……社会が名 目上や理 性上 の 存在 で は な く， 動 い て い る力の 体系で ある以上は ， 人間

を説明す る新たな様式が可能で ある 」
3〕 と ， 述 べ て い る の は象徴的で ある 。

　デ ュ ル ケ ム は最 も原始的で本質的 な宗教 と み なす トーテ ミズ ム の 研 究に お い て ，集合 意識 で

ある宗教の 象徴的内容の 源泉 と， 象徴 を再創造する儀礼の 制度的枠組 を明 らか に して い る 。 宗

教 とは究極 に お い て
， 世界 を聖俗 の 二 つ の カ テゴ リー

に分 ける社会の 分類の仕方で あるが ， 宗

教的観念が 氏族成員 に 生 じる の は ，
日常的な俗 な る時空間では な く， 非 日常的な聖 なる時空聞

で ある， 集合的な祭儀にお い て で ある 。 聖な る 食物 （ト
ー

テム 類の 動植物）との 交霊 （1a　communion ）

を目的 とす る供犠で の ， 聖 なる世界の 体験 に よる 。 非常な興奮 と陶酔 と喜悦で ある 「集合的沸

騰」 （1
’6bullition　collective）か ら生 じる巨大な力が

， 氏族成貝に分 有されるか らで ある。そ こ

で 社会 の 実在性 を生 き生 きと実感 し，自己拡大感や 自己向上感 を実感する 。 その ような感情や

観念が ， 氏族集団の 同一化 の 象徴で ある トーテ ム 的記号や ト
ー

テ ム 類の 動植物 ， さ らに 当の 氏

族成員 に も定着し定置 して ， 聖なる礼拝の 対象とな る。霊魂や精霊や神の 観 念は
， 宗教的観念

が F一テ ム で 象徴 される トーテ ム 原理 ，ある い は その 拡大 された 「マ チ」 （mana ）などの 観念

か ら派生 する 。 儀礼 の機能 は ，

一度形成 された トーテム 原理 を再創造 する こ とで ある。

　
「
何が しか の 強 い 確信が

一
個 の 人間共 同体 に よっ て わか ち もた れ て い る場合 ， こ の 確信が不 可

避 的に 宗教的特質を帯び る とい うこ とは ， 不変の 事実で ある 。
こ の 確信 は， また ， 諸個入意識

に ， 本来の 宗教信仰 と同 じ畏敬 の 念 をい だ かせ る。だ か ら， 宗教が
，

こ れ また共 同意識の 中核

領域に対応す る もの で ある こ とは ， ほ とん ど確か で ある。」
4） した が っ て

， 宗教は氏族成員の 一

体化され た集団力 ， 集合力で ある 。 その 故に ， 宗教はす ぐれた社会統合力をそなえて い る。デ
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ユ ル ケ ム は ，

「実際 ， 宗教は 単な る 観 念 の 体系で は な く，それは何 よ りも力の体 系で ある 」
5 ＞

，

「宗教 力は 人間力で あ り， 道徳力で ある 」
6〕

と，述べ て い る 。 宗教 が 社会現象で ある とい うよ

りも， 社会が宗教現 象で ある。「集合生 活の 主要 な側面が ， 最初は ， まず， 宗教生活の さまざま

な諸側面にすぎない と い うか ら に は ， 明 らかに，宗教生活は ， 集合生活全体 の 卓越 した形態で

あ り，
い わば ， その 集中的表現 でなければならな い

。 宗教が 社会 の 本質的なもの を生み 出 した

とす る な らば ， それ は，社会 の 観念が宗教の 魂 だ か らで ある 。 」
7）社会 の 存続に関わる ， 道徳的，

哲学的， 科学的 ， 法的諸観念 な どは ， すべ て 宗教を発 生源に して い る訳で ある。

　デ ュ ル ケ ム の 宗教論は ， 宗教 の 社会的起源や社会統合的機能 を解明 して い る に と ど ま らず，

社会の 道徳的連続性 を社会構造の 根 底にお い て 指摘 して い る と こ ろ に ， さらに 大 きな意義をも

っ て い る。「宗教 とは ， 神聖すなわ ち分 離 され禁止され た 事物 と関連する信念 と行事の 連帯的な

体系で あ り， 教会 と呼ばれ る同
一

の 道徳的共 同体 に ，
これ に帰依するすべ て の 者 を結合 させ る

信念 と行事で ある 」
8） と い う， デ ュ ル ケ ム の 宗教の 定義は ， 歴史 を貫ぬ く射程 をもっ て い る 。

つ まり， 宗教 とは い か なる社会 にお い て も， そ の 本質的基体で ある社会集団 （道徳的共同体）

の 普遍 的原理 （社会的生命の 更新）に対す る帰依で ある。 利 己的で 身体 的存在 として の 人間を

克服 しうる ， 道徳的で精神的存在 として の 入間が 現われ 出る の は道徳的共 同体 にお い て で ある 。

ソ キ エ タス （societas ＞に対す る コ ミュ ニ タ ス （communitas ）の 道徳的共同体こ そ ， デ ュ ル ケ

ム の 理想の 社会像で あ る 。 それ は生命ある暖か さ ， 情緒的凝集 ， 深 さ と連 続性 に よっ て 形成 さ

れて い る。

「
社会 は ， 活動 して い る ときに だ け，自らの 影響を感 じさせ る か らで あ り， また ， 社

会 は ， それ を構成 して い る諸個人が 集合 し， 共 同で行動 して い なければ ， 行動 して い るこ とに

な らな い か らで ある 。 社会が 自 らを意識 し，その 座 に つ くの は共 同的活動 に よっ てで ある 。 」
9 ）

　近代社会 に お い て も， 杜会 が新 しい 理 想や信念の 表象の 源泉で ある。 宗教 とい う社会の 集合

力，統合 力が ， 本質的に社会 と人間 を存続させ て い る 。 人間に と っ て ， 自己の 生を価値ある も

の に して い る の は 社会の
一貝で ある とい う感情で ある 。 社会 の統合的機能 と ， 人間の 生の 充実

感が 呼応 し合 い
， 強 化 し合 う，歴 史的

一社会構造的条件 をデ ュ ル ケ ム は追求 して い る 。 職業集

団や 道徳教育 の 提唱は， その す ぐれた例 であ る 。

　ベ ル ク ソ ン の 宗教論は ，

『創造的進化 』 （L
’6volution　cr6atrice ，

1907）にお い て展開されて い

る独 自な生命論 に 立 脚 して い る 。 そ して ，

『道徳 と宗教 の 二 源泉』にお い て ，理 念的 な社会類型

で ある
「閉 じた社会 」 （la　societ6 　close ） と

「
開 い た社会 」 （la　soci6te 　ouverte ） 1こ

，

「静的宗

教」 （la　religion　statique ） と
「動的宗教 」 （la　religion 　dynamique）をそれぞれ対応 させ て論

じて い る 。

　「閉 じた社会 」 とは生 命進化の 一到達点で あ り， 社会成員が外部 （他 の 杜会 また は社会集団）

に対 して 防衛 しなが ら ， 究極的に は本能に よっ て形式され て い る責務の 圧 力 によ っ て ， 相互 に

結合 して い る社会で ある 。 そ こ で の 道徳は ， 慣習化 され た 責務 の体系化 され一般化 され た もの
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で ある 。 宗教 （静的宗教）は ， 自然が本能の 代替物 として 人類種 に付与 した知性の ，社会 を解

体 しよ うとする力に対す る， 自然の 防御的反作用 で あ る 。 知性 は個 が 全体 の た め に支払 う犠牲

に対 して疑 い をは さむ ， 反社会的利己心 をもつ か らで ある 。 また宗教 （静的宗教）は ， 知性に

よる死の 不可避性 の 表象に対する ， 自然の 防御的反作用で もある。人間は 自ら死 ぬ存在 で ある

こ とを自覚 して お り， その 結果 ， 意気消沈 し生 きる意欲 を失 い うるか らで ある 。 社会や 自己自

身に対する知性 の破壊性 に 対 して ， 多種 多様な虚構で対処 す る
「仮構機能」 （la　fabulation）に

よ っ て， 自然は社会 と人間を存続 させ て い る 。 例 えば ， 肉体の 死 を越 えて 存続す る霊魂 の 観念

の 形成の ように 。 また，精霊や 神の 観念 も， 潜在的本能 と もい うべ き
「
仮構機能 」 の なせ る技

で ある 。

　ベ ル ク ソ ン は述べ て い る 。

「自然が 知性的存在 を造 っ たあ とで ， 知性の 将 来を危 くしない で
，

しか も知性の 働 きか ら生 じて きうるある種の 危険 を予防 しようとした とすれ ば ， 自然は ど うい

う手 を打 っ た ろ うか 。

……虚構の 産物 で あ っ て も， その 心像が 生 き生 きして お り，われわれ に

取 り憑 い て 離れ ぬ 性質の もの で あれば，それ は現実 の 知覚 を寸分 違 わず模する こ とが で き， そ

の 結果 ， 行 動 を阻 止 した り変様 した りす る力 をも持 っ て い よう。 知性が ほん もの の 経験 か ら引

き出す帰結 をあまり遠 くまで追 い す ぎそ うにな るそ の 瞬 間 ， は じめか らしまい まで 間違 っ て い

る経験が知性 の 前 に 立 ち は だ か れ ば ， そ れ は 知性 を引 き とめ る こ とが で きよう。 自然が とっ た

手続 きは，まさ に こ うした もの だ っ た と思 わ れ る 。 」
1D）

　知 性 の 反社 会 的利己心 に よる，社会 の 解体作用 に 関 して注 目してお くべ き こ と は ， 特定 の 集

団や社会の 成員だ けを信者とす る
「自然宗教」 （1a　religion 　naturelle ）が

， 原理的 に社会 と人

間の 存在 を確実に して い る こ とで ある。 それは 自然の 意図に合 致 して い る宗教 ，
つ ま り 「生 の

根本的要請」 （1es　exigences 　fondamentales　de　la　vie ） とい う宗教起源か ら派生 して い る宗教

で ある 。 そ の 宗教的儀礼に よる集団成貝の 結合が
， 共通 の 危険か ら安全 を確保 し， 集団 と成員

の 利益 を保証 して い る。こ の
「
静的宗教 」 の働 きは ， 人間が杜会性 を確保す る根強 い 傾向性 に

お い て作用 して い る 。 社会性 は知性 と と もに ，自然が 人 類種に付与 した もの で あ る。人間が 社

会的存在 として しか生 きられ ぬ 必然性が あ る 訳 で あ る 。 ま た ， 死 の 自覚 に よ る 意気消沈 に対す

る反作用で は ，

「静的宗教 」の 働 きは ， 知性 が個 人 の 活動 を刺激する傾向性 にお い て 作用 して い

る。宗教 （静的宗教）の 本質的機能 と して，二 つ の 局面が 論 じられて い る。

　
「
閉 じた社会 」に お い て

， 本質的に 自然 の 要求 として ， 多種 多様 な虚構 と して 宗教 が産み 出さ

れ ， 社会 と人 間の 存在 を可能 ならしめ て い る とい うベ ル ク ソ ン の とらえ方は ， 社会 の 本源的要

求 として宗教 の 起源 と派生 をと らえ ， や は り社会 と人間の 存在 を可能ならしめて い る とい うデ

ュ ル ケ ム の とらえ方 とは ， 、方法論 として 著 し く類似 して い る 。 デ ュ ル ケ ム の 機能主義的方法が ，

ベ ル ク ソ ン に影響 を与えて い る と思わ れ る。ベ ル ク ソ ン にお い て ， 自然の秩序 は必然的法則に

従 い
， 社会の 秩序は 自由意志に よ っ て構成 されて い る。 しか し， 自由意志は 習慣を形 成 し， 社

会の 秩 序の 要請 と関わ りなが ら責務一般 を構成して い る 。 社会的 自我 （社会性）を育て る の は
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責務 の 目的で あ る が ， そ の 根は本能に ある。した が っ て，社会の 秩 序は 自然の秩序 を模倣 した

もの で あ る 。

　「開い た 社会 」 は神秘家や 選 ばれ た者が ，

「産 まれ．た 自然」 （natura 　naturata ）11）で はか く
「
産

む 自然」 （natura 　naturans ）
11） に直接根 ざ して い る直観 に よ っ て ， 生命 の 根源 か ら愛の 力を汲

み 出し， それが社会成員の 多 くを惹 きつ けて彼 らを意識変革させ て ゆ くとこ ろに現 われ る理 想

的社会で ある 。 そ こで の道徳 は神秘家や選 ばれた 者の 人格 に体現 され てお り， それ が範例 とな

る 。 宗教 働 的宗教）は 神秘家や選 ばれ た者の 招 きに よっ て ，

「産む 自然 」 で ある生命の 根 源の

大 い なる力 との 一体感に ある 。 自己拡大感ある い は個 と全体の 溶解的な消失感もともな うか も

しれ な い
。 こ の エ クス タテ ィ ッ クな安 らぎは，神秘家や 選ば れた者の み の 達す る境地 と い うべ

きで ある 。 他の 社会成員はむ しろ感化 される訳で ある。

「
動的宗教」に よる

「生の 躍動」（61an　vital ）

が ， 神秘家や選ば れた者を通 して創造的機能を発揮す る場合 に ， それ をベ ル クソ ン は
「
愛の 躍

動 」 （61an　d ’

amour ） と呼べ る とい う。

　「開 い た社会 とは ， 原理 上 ， 全人類 を包含する よ うな社会で ある 。 こ の 種の 社会は ， 間 をお い

て少 数の 選ば れ た魂 に よっ て渇望 され，幾次に もわた る創造の た び ご とに その幾分 か を実現 し

て ゆ く。

……エ ラ ン は特定の 個人 を介 して継続 され ， そうした個 人の
一

入
一

人は ，
い わば

一個

の 種 （
一

入の 個人 を成貝 とす る種）をなすこ とに なる。 こ の 個入 の 自覚が 完全 に なっ た場合 ，

また 彼の 知性 を取 り巻 い て い る直観 の 縁 暈が拡 が り， 大 き くな っ て ，
つ い に その 対象の 全面 を

包む に至 っ た場合 ， それが神秘的生に ほ か ならぬ 。 こ の ように して起 こ っ て きた動的宗教は ，

開 い た社会が 閉 じた 杜会に 対立 して い る よ うに ， 仮構機能の 結果た る静的宗教 に対立 して い る 。

だが ， 新し く生 じた道徳的熱望 が具体的に なるため に は ， 閉 じた社会か らそ の 自然の 形式 ，
つ

まり責務 を借 りねば な らぬ の とひ とし く ， 動 的宗教 も仮構機能の 提供す る心像や象徴 に支 えら

れねば ， 世 に ひろ まらない 。」
12）

　 「閉 じた祉会 」 や 「開い た社会 」 は純粋 な形で は存在 しな い
。 実在 する社会は そ の 間にあ っ て

，

「閉 じた 道徳 」 （la　morale 　close ）や
「静的宗教」 と，「開 い た 道徳」 （la　morale 　ouverte ）や

「
動的宗教」 との対立 と牽引を感 じて い る 。 反発 し合 い なが ら支 え合っ て い る。人類種 は宇宙

進化の エ ネル ギ
ー

の 中で ， 生命の 躍動力を保 ちつ つ
， どの 種 よ りも進化 し前進 して い る 。 しか

し，

「
閉 じた社会 」 の 状 態で 足踏 み しな が ら ，

「
開い た 社会 」 を目指 して施 回 して い る と，ベ ル

ク ソ ン は述べ て い る 。

　さ て
， デ ュ ル ケ ム とベ ル ク ソ ン の 宗教論 にお ける ， 社会の 諸層 を比 較 した い

。 デ ュ ル ケ ム の

「集合的沸騰 」 では ， 氏族成員が 集団や社会へ の 自己拡大感 を得て い る 。
つ ま り ，

わ れ わ れ意

識 で ある集合 的心性 が ，社会の 実在性 をそ の 深層か ら表層に亘 っ て 実感 して い る 。
ベ ル クソ ン

に よれば，究極 的には社会性 の 本質で ある集合的心性 は
， 潜在的本能 として生得 的で ある。ベ

ル ク ソ ン がデ ュ ル ケ ム を批判 して い る 点 は ， デ ュ ル ケ ム が個 人 に対す る社会の 外在性 を強調す
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る とこ ろに ある 。 また ，
ベ ル ク ソ ン の 開 い た神秘的生は ， 知性以上の 情緒に よっ て 結ばれた社

会 を現出させ るが ， それは生命の 根源 と
一

体化 して い る。したが っ て ， 社会の 更新や革新の 契

機 とな る 「集合的沸騰」 や社会革命の 昂揚期 の状況 （デ ュ ル ケ ム は フ ラン ス 革命 を例示 して い

る） は ， 社会 の 深 層の 表面化 で ある が ，そ の 深層が ベ ル ク ソ ン の い うように 厂開か れ て い る」

と速断する こ と は で きな い
。

ベ ル ク ソ ン の 「動的宗教 」 は社会 の 深層を突 きぬ けて い る と思わ

れ るか らで ある 。 ただ ， それは純粋 な状態にお い て で は あるが 。

　ベ ル クソ ン の 「閉 じた社会 」 の 表層は，知性 に よる人間相互 の 合理 主義的結合の 世界で ある 。

深層は個 と全体 ， 人間 と生命 の 根源 との 本能的融合状 態で ある 。 深層が表層に対立 し， 敵対 し，

変化 を加える もの で な く， む しろ相互補完的で ある 。 そ の メカ ニ ズ ム を責務が担 っ て い る 。 ち

ょ うど，形成意志 （Knrwille）に よ っ て 結合 さ れ た 観念的
一
機械的な形成物で ある ゲ ゼ ル シ ャ

フ ト （Gesellschaft）13） と， 本質意志 （Wesenswille）に よっ て 結合 され た実在的一
有機 的生命

体で あるゲ マ イ ン シ ャ フ ト （Gemeinschaft）13） を，
ベ ル ク ソ ン の

「閉 じた社会 」 の 表層 と深層

は連想 させ る。 また
，

ゲ ゼ ル シ ャ フ トとゲ マ イ ン シ ャ フ トの 対立性 を打破する契機 お よび メ カ

ニ ズ ム を，

「
閉 じた社会 」の 両層 は暗示 させ ， 示唆に とむ 。 そこ で ，

ベ ル クソ ン の 責務の概念が

大 きな問題 となる。責務の
一

つ
一

つ は ある程度 ， 論理 的に その 必然性 を説明 で きる と して も，

責務の 全体 の 存在 を説明する こ とは で きない と，
ベ ル ク ソ ン は い う。 責務の 全体 は究極的 に本

能に よ っ て形成 され．，
・
存在 するが故に 存在 して い る 。 そ うしなければ な らな い 故に そ うする と

い うの が ，責務 の 本質 で あ る と。

　デ ュ ル ケ ム に お い て
， 責務 の 圧 力に近 い もの は道徳 的権威で ある 。 その 根拠は宗教に ある 。

つ ま D ， 超個人 的一精神的実在 で ある社会か ら， 道徳 の聖性は与 え られ て い る 。 ただ，象徴 を

通 して社会 自体 に 関わる の が 宗教 の 本質で ある の に対 して ， 道徳は宗教的な道徳的権威を背景

に
， 社会成員 の 相互 依存 を規則化 した もの で ある 。 道徳的権威の 基体 は ， や は り社会や集団 に

ある 。

　デ ュ ル ケ ム の 「社会的生命」 の 固定化 と流動化の 枠組 を，
ベ ル ク ソ ン の 次 元 を異に す る 「閉

じた社会 」 と 「開 い た 社会」 の 社会類型や ，

「閉 じた社会 」 の 表層や深層と ， ク ロ ス させ るこ と

に よっ て ， 新 た な パ ー
ス ペ クテ ィ ブ が 得 られ るだ ろ う。こ こ で は そ の

一
端 を伺 っ た に とど まる 。

　以上，デ ュ ル ケ ム に と っ て ， 社会が 生 き生 きと活動 して い な けれ ば ， 人間の 存在 も危 うい 。

社会 を構成する諸成員 の観 念的結合 か ら形成されて ， その 結合の 中に生 きて い る
「社会的生命 」

こ そは ， 生の 躍動 と弛緩や 硬直 ， 極論すれ ば社会 ど人間の ，生 と死 を両極 とする道徳 的緊張関

係の うえに存在 して い る 。 理 想や理 念 と，組織や制度 との 関係が その 具体例で ある。ベ ル ク ソ

ン に と っ て
，

生 命進化の 流れ の 中で ， 人間は生 きねばならぬ 存在で ある 。 社会化 された 人間 を

結び つ け る絆 で ある責務 は ， 同時に 人間 を強 く深 く自己 自身に 結び つ けて い る。まさ しく自然

の 秩 序の 中で 社会 と人 間が 存在する 。 し た が っ て
， 人 間が宗教的存在 で ある必然性 を， デ ュ ル

ケ ム は社 会 か ら，
ベ ル クソ ン は

「生 の 根本的要請 」，
つ ま り自然か ら明 らか に して い る 。 彼 らは ，

一 69 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Shukugawa Gakuin College

NII-Electronic Library Service

Shukugawa 　 Gakuin 　 College

社会 と人間の 本質的
一

原理 的結合 として宗教 をとらえて い る 。 しか も生命的な もの に立脚して

い る 。 社会 と人間が 生命 を保持し ， 発 展させ る必要性 にお い て ， 社会 と人 間の 構造や機能を求

め る立場で ある 。 思想的に は
一

見対照 的な二 入で は あ るが ， 彼 らの 社会哲学 には大きな共通 駐

や類似性 を見 い 出すこ とが で きるだ ろ う。

　と こ ろ で ， デ ュ ル ケ ム とベ ル ク ソ ン が成功 を収め た宗教論 には ， 共通 した弱点が あると思わ

れ る 。 それは社会 と人間の 存続 に 関わらぬ 宗教に つ い て の 考察 の 欠如で ある 。 彼らの 立場か ら

すれ ば当 然で ある けれ ど も。 また そ の た めか ， デュ ル ケ ム とベ ル クソ ン の 理論や 思想 に は
， 社

会や 人間 を徹底的 に客体化 し否定する契機の 乏 しさ弱さが あ る 。 さ らに， 社会 と入間の 間に横

た わ る ， 膨大 なデ ィ
ーテイル を看過する傾 向が ある と い え る 。 例 えば ， デ ュ ル ケ ム に社会階級

論的視角 ，
ベ ル クソ ン に言語学的視 角が あれば ， 違 っ た展開が あ っ た と思 われ る 。 ともか く，

彼 らに は社会哲学 として の 歴史性 の 欠如 は否め な い
。

　デュ ル ケ ム とベ ル ク ソ ン は ，
フ ラ ン ス ・モ ラ リス トと啓蒙主義の 伝統 を継承 して い る。また，

イデオ ロ ギー的 に現実社会 （第三 共和政） と人格主義 （近代合理 主義の 中心的理念〉に は強 い

信頼 と支持 を寄せ て い る 、 し た が っ て
，

彼 ら の 深 い 思想的土壌 に共通性 が ある 。 そ の ため に ，

彼 らの 社会哲学 に広義の 保守主義的性格 を認め る こ ともで きる 。
つ ま り， デ ュ ル ケ ム とベ ル ク

ソ ン の 理 論や 思想は ，
フ ラン ス 的近代合理主義の最良の 成果で あるが ， その 限界性 を示 して い

る の か もしれ な い
。 しか し ， 現代的意義 をもち続 けて い る こ とは ， 最初 の とこ ろ で 述 べ た とお

りで あ る。
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